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議  事  概  要 

 

横見部会長： 

それでは、ただ今から第１７１回近畿船員部会を開催いたします。 

あらかじめお配りしております「第１７０回船員部会」の議事録につきま

して、ご承認願いしたいと思います。ご異議ございませんか。 

 

（異議なし） 

 

横見部会長： 

無いようですので、ご承認をいただいたものとします。 

次に議題１の「船員の特定最低賃金の改正に関する答申について」に入り

ます。 

本議題に関しては、「近畿内航鋼船運航業及び木船運航業」「近畿海上旅客

船運送業」および「近畿漁業（沖合底びき網）」の３業種について最低賃金

専門部会を設置し、調査・審議をしていただきましたが、その結果について

各専門部会からご報告いただいた上で、審議することとしたいと思います。 

まず、「近畿内航鋼船運航業及び木船運航業最低賃金専門部会」の部会長

を務められました定岡委員からご報告いただきます。 

 

定岡委員： 

 近畿内航鋼船運航業及び木船運航業最低賃金専門部会における調査審議の

結果について、ご報告いたします。 

 近畿内航鋼船運航業及び木船運航業最低賃金専門部会は、１１月 

２４日及び１２月７日の２回にわたり部会を開催しました。 

 その結果、近畿内航鋼船運航業及び木船運航業最低賃金の改正については、

職員及び部員ともに一律１，３５０円アップとし、現在の、職員２５２，６

５０円を２５４，０００円に、ただし書きの職員２３６，２００円を２３７，

５５０円に、はしけ長２５２，６５０円を２５４，０００円に、部員１９３，

９００円を１９５，２５０円に、ただし書きの部員１８４，６００円を１８
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５，９５０円にそれぞれ改正することが適当である。」との結論に至りまし

た。 

 以上、報告いたします。 

 

横見部会長： 

 ありがとうございました。 

次に、「近畿海上旅客運送業最低賃金専門部会」ですが、こちらについて 

は私が部会長を務めましたので報告いたします。 

近畿海上旅客運送業最低賃金専門部会における調査審議の結果について、

ご報告いたします。 

 近畿海上旅客運送業最低賃金専門部会は、１１月２４日及び１２月１４日

の２回にわたり部会を開催しました。 

 その結果、近畿海上旅客運送業最低賃金の改正については、職員は１，１

００円アップとし、現在の、職員２４７，２００円を２４８，３００円に、 

部員は１，０５０円アップとし、現在の、部員１８５，８５０円を１８６，

９００円に、それぞれ改正することが適当であるとの結論に至りました。 

 以上、報告いたします。 

 

横見部会長： 

最後に、「近畿漁業（沖合底びき網）最低賃金専門部会」ですが、こちら

についても私が部会長を務めましたので報告いたします。 

近畿漁業（沖合底びき網）最低賃金専門部会は、１０月１４日に部会を開

催しました。 

 その結果、近畿漁業（沖合底びき網）最低賃金の改正については、 

１，０００円アップとし、２００，０００円を２０１，０００円に改正する

ことが適当である。との結論に至りました。 

 以上、報告いたします。 

ただ今の各専門部会長の報告及び資料１の改正案につきまして、ご質問等

はございますでしょうか。 
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横見部会長： 

 特に無いようですので、「船員に関する特定最低賃金近畿内航鋼船運航業

及び木船運航業最低賃金、近畿海上旅客運送業最低賃金、近畿漁業（沖合

底びき網）最低賃金）の改正について」は資料１の改正案１～３のとおり

船員部会の結論としてよろしいでしょうか。 

      

（異議なし） 

横見部会長： 

ありがとうございました。 

それでは、この改正案のとおり決定することとし、近畿地方交通審議会会 

長にご報告したいと存じます。 

 それでは事務局よりお願いいたします。  

  

・海事振興部次長挨拶 

〔 村上海事振興部次長（挨拶） 〕 

 

・最低賃金改正の今後のスケジュールについて 

 〔 水谷船員労政課専門官 （説明） 〕 

 

横見部会長： 

ありがとうございました。 

次に議題２の「管内の雇用等の状況」について、運輸局からご説明をお願 

いいたします。 

 

水谷船員労政課専門官： 

それでは「令和４年１１月分管内雇用状況」につきまして、ご説明させて

いただきます。 

１．職業紹介状況 
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①求人関係 

新規求人数は、４３人（前月比－８８人、６７．２％の減、前年同月比：

－１８人、２９．５％の減）となっています。 

月間有効求人数は、１９２人（前月比－２０人、９．４％の減、前年同

月比：＋２３人、１３．６％の増）となっています。 

②求職関係 

新規求職者数は、１１人（前月比－２０人、９．４％の減、前年同月比：

＋２３人、１３．６％の増）となっています。 

月間有効求職者数は、４１人（前月比－１人、２．４％の減、前年同月比：

＋１人、２．５％の増）となっています。 

③成立状況 

当月の成立数は、４人（前月比：±０人、０．０％の増減無、前年同月比：

－４人、５０．０％の減）となっています。 

④職員・部員別成立者内訳 

職種別の内訳は、甲板部職員２人、機関部職員１人、甲板部部員１人、

機関部部員０人、事務務部員０人となっています。 

年齢別については、１０歳代０人、２０歳代０人、３０歳代１人、４０

歳代１人、５０歳代１人、６０歳代１人、７０歳代０人となっています。 

２．新規求人・求職者の取扱実績 

①職種別内訳 

新規求人の職種別内訳は、職員３４人（甲板部１８、機関部１６人、無

線部０人、事務部０人）、部員９人（甲板部５人、機関部２人、無線部

０人、事務部２人）となっています。 

新規求職の職種別内訳は、職員７人（甲板部６人、機関部０人、無線部

１人、事務部０人）、部員４人（甲板部３人、機関部０人、無線部０人、

事務部１人）となっています。 

②新規求職者の退職理由 
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内訳は、船舶所有者の都合が０人、定年退職３人、雇用期間満了１人、

本人の申し出７人、自己の健康０人、倒産０人、就労中０人、不明０人

となっています。 

③新規求職者の年齢別 

３０歳未満１人、３０歳代１人、４０歳代１人、５０歳代４人、６０歳

以上４人となっています。５０歳以上は８人で占める割合は７２．７％、

３０歳未満は１人で占める割合は１３．０％です。 

 

３．失業等給付金支給状況 

受給資格者数は１８人で、基本手当の支払実人数は４人、給付件数は５

件となっています。給付金額は９１４，３７６円です。前月は４人、４件

の４２２，８３０円でした。 

それから、高年齢求職者給付金が１件３３８，０００円、再就職手当が

０件０円、就業促進定着手当が０件０円よって、当月支給額計は、１，２

５２，３７６円となります。 

 

４．月間有効求人倍率の推移 

１１月の近畿船員は４．６８倍で、前月比－０．３７ポイント、前年

同月比、＋０．４５ポイントとなっています。 

 

５．近畿運輸局、月間有効求人・求職状況 

①月間有効求人は１９２人で、このうち、新規求人者数は４３人となって

います。 

当局の紹介による求人側の成立は０人、他局成立は０名でございました。 

求人の取り消しは２６人で、理由の内訳は有効期限切れ２３人、自己応

募・縁故により採用０人、会社都合により取り下げ３人、その他は０人

となっています。 

 

②月間有効求職者は４１人で、前月との差は－１人でした。 
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当局の紹介による求職側の成立は３人、他局成立は１人でした。 

求職の取り消しは７人で、理由の内訳は期限切れ４人、自己応募・縁故

により採用３人、自己都合により取り下げ０人、その他０人となってい

ます。 

 

６．全国運輸局別の有効求人、有効求職、成立数、有効求人倍率 

①１０月の全国の月間有効求人数は、３，０２９人で、前月比１００．１％、

前年同月比は１０５．０％となり、１４４人増加しています。 

②１０月の全国の月間有効求職数は、８１８人で、前月比９７．６％、

前年同月比９５．４％となり、３９．０人減少しています。 

③１０月の全国の成立数は、８１人で、前月比１２６．６％、前年同月

比では１１５．７％となり、１１人増加しています。 

④１０月の全国船員の有効求人倍率は季節調整値により３．６０倍とな

っています。１０月の全国陸上は季節調整値により１．３５倍となっ

ています。 

以上が管内の雇用等の状況でございます。 

 

船員雇用状況については、以上となりますが、 

この時間をお借りしまして、先月の部会において、土屋委員よりご要望

事項がございました「月間有効求人倍率の推移」について、資料として提供

させていただきました。 

 

こちらは、お手元に５枚セットの資料をつけさせていただいております

が、先ほどご説明いたしました部会資料１の４ページにあります「月間有効

求人倍率の推移」の５年間分となってございます。 

 

横見部会長： 

 どういう質問でしたか。 

 

土屋委員： 
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 毎月の有効求人倍率を出していただいているのですが、数年とか少し長い

期間で考えると、最近特に船員さんが足りないという実感があるので、それ

が見られるように、少し広く、過去四、五年前と比べてどうかという点で見

られるような資料がありませんかというお願いをしました。 

 

横見部会長： 

 ありがとうございます。どうなんでしょうね。平成２８年からですか。私

も今初めて見たところなんですけれども。 

 

土屋委員： 

 見ると直近半年ぐらいが急激に上がっているようにも見えます。 

 

横見部会長： 

 そうですね。 

 

土屋委員： 

 ここ２年ぐらいは毎年６月に上昇していますけど、これは何か理由がある

んでしたか。令和３年度とか令和２年度の６月でみられます。今年は様式が

違うんですね。 

 

水谷船員労政課専門官： 

 はい。今年は、様式が変更になりました。 

 

土屋委員： 

 令和３年と令和２年が６月に上昇しています。 

 

竹内船員労働環境・海技資格課長： 

 本日は、船員労政課長が不在のため、私から説明申し上げてよろしいです

か。 
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横見部会長： 

 お願いします。 

 

竹内船員労働環境・海技資格課長： 

 ６月というのは、多くの船社でボーナスの時期になっており、ボーナスが

支給された後、退職する船員が多少なりとも発生します。それを見越して事

業者側でも前もって求人票を出してくる場合が見受けられます。それと、補

足させていただきますと、「近畿運輸局管内の雇用情勢」の求人者及び求職

者の人数は、一桁から三桁の件数であり、その件数の少しの増減で、大幅に

求人倍率が変動することになります。よって、全国の求人倍率も併せてご覧

いただければと思います。 

 

横見部会長： 

 ありがとうございます。ボーナスということであれば冬の退職増もあるわ

けですよね。 

 

竹内船員労働環境・海技資格課長： 

 １２月の時期も求人倍率が上昇する場合もあると思います。 

 

横見部会長： 

 恐らく冬のほうが金額が多いですよね。そうなると冬のピークはどのあた

りに表れるんですか。 

 

竹内船員労働環境・海技資格課長： 

 求人側では、年度末で退職者が発生する場合が多いことや新卒者などを採

用したい意向もあると思われるので、冬期ではなく４月に求人倍率が上昇す

る傾向にあると思います。 

 

横見部会長： 

 ４月。はい、ありがとうございます。 
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 全国を見てということであれば、平成２８年から大体…… 

 

竹内船員労働環境・海技資格課長： 

 全国の陸上求人倍率と全国の船員求人倍率を比較すると、３倍程度の差が

あると思います。 

 

横見部会長： 

 そうですね。でも、平成２８年は陸上の２倍程度で落ち着いていたんです

よね。 

 

竹内船員労働環境・海技資格課長： 

 はい。２倍程度の時期もありました。 

 

横見部会長： 

 少なくとも５年前まではそれほど、今に比べたら船員不足は深刻じゃなか

った。 

 

竹内船員労働環境・海技資格課長： 

 現在でも、船員は不足しており、また、高齢化が進んできているので、国

土交通省では、若年船員の確保のためにさまざまな取り組みを行っており、

近年で見ると、若年船員については、微増傾向になってきております。 

 

横見部会長： 

 陸上との乖離が２倍から３倍ぐらいに入ってきたのが令和３年の５月です

かね、そのあたりから需給のギャップが顕著になってきて、コロナとか関係

あるんですか。 

 

竹内船員労働環境・海技資格課長： 

 コロナと求人倍率の関係は、把握しておりませんが、やはり海上労務の特

殊性ということで、多くの船社が３か月乗船して１か月休みというパターン
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が一般的となっていますので、今の若年者のニーズに合わないというか、少

し避けられているところはあるかもしれません。現在、そういう若年の方に

も興味を持ってもらって、船員になっていただきたいということで、さまざ

まな取り組みを行っているところです。 

 

横見部会長： 

 ありがとうございます。 

 土屋委員、よろしいでしょうか。 

 

土屋委員： 

 はい、ありがとうございます。 

 

水谷船員労政課専門官： 

 これで私の報告は以上になります。 

 

横見部会長： 

 それでは、改めましてただいまの資料１、２、３のご説明に関しまして何

か質問などございますでしょうか。 

 

三輪委員： 

 全然勉強不足なので教えてほしいのですが、資料１の３ページのところの 

失業等給付金受給者の内訳の一覧で、上の段のところの求職者給付の基本手 

当で商船等のところ、人員が４人に対して給付件数が５というのは、１人が 

複数手当を受けることができる、そういう何かパターンがあるんですか。 

 

竹内船員労働環境・海技資格課長： 

 これも私から説明させてもらってよろしいでしょうか。 

 基本的に求職者給付で、４人の人員であれば、給付件数も４件になります。

これが基本になりますが、例えば、受給者の１人が認定後に乗船すること 

が決まった場合、雇用年月日までの精算が生じることになるので、臨時の認 
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定日を設定し対応することから、給付件数も１件増加することになります。 

 

三輪委員： 

 なるほど、分かりました。ありがとうございます。 

 

横見部会長： 

 ほか、いかがでしょうか。 

 

開委員： 

 ちょっと確認なんですけど、よろしいですか。 

 

横見部会長： 

 お願いします。 

 

開委員： 

 専門部会の資料２のところで、求人側の成立が全くなくて、求職側のほう

で成立があったということは、これは他局からの求人を紹介されて決まった

という理解でよろしいですか。最初の１ページに求人側の成立はゼロと記さ

れています。一方８ページの求職側の成立では当局の紹介で３件成立したと

あります。これは他局の求人票を当局が紹介したということですか。 

 

竹内船員労働環境・海技資格課長： 

 そのとおりです。 

 

横見部会長： 

 ほか、いかがでしょうか。 

 これ、７ページの下から３行目の航行区域が遠洋大西洋の冷凍運搬船の機

関長の求人があります。こういうのも近畿運輸局に入ってくるんですか。 

 

竹内船員労働環境・海技資格課長： 



－14－ 

求人票については、求人者が全国の運輸局等へ申し込みを行うことが可能

となっています。 

例えば、船社の本社が東京都にあって、大阪市に事務所があるような場合、 

当局に対しても求人の申し込みができます。 

 

横見部会長： 

 外航は中央で、内航は地方で、そういう分け方をしているわけではないと

いうことですね。 

 

竹内船員労働環境・海技資格課長： 

 外航海運、内航海運に関係なく求人の申し込みは、全国の運輸局に対して

行うことができます。 

 

村上海事振興部次長： 

 オペレーターさんが東京に固まっているわけではありません。タンカーの

オペレーターさんは東京に集中している傾向はありますが、船員を雇ってい

るところといったら、西日本のほうがかなり多いですし、先生おっしゃると

おり、冷凍運搬船はなかなか我々も珍しいなと、というのが正直なところで

す。 

 

竹内船員労働環境・海技資格課長： 

 水谷さん、航行区域が遠洋大西洋の冷凍運搬船の機関長の求人についての

詳細については、次回の船員部会で報告したいと思いますが、いかがでしょ

うか。 

 

水谷船員労政課専門官： 

 はい、分かりました。調べまして次回船員部会でお伝えいたします。 

 

村上海事振興部次長： 
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 具体的にどこの会社か。竹内課長が説明したとおりなのか、たまたま労務

管理をやっていて、オペレーターで自分のところで船員さんを抱えておられ

るような会社なのか。オペレーターで自社船に雇用船員は配乗するような優

良なところは、なかなかうちには求人はないというのが事実です。その辺も

ちょっと我々も調べたいなと思います。 

 

横見部会長： 

 すみません、基本的なことが分からなくてすみません、細かいことですが

よろしくお願いします。 

 ほか、いかがでしょうか。 

 では、ないようですので、それでは次に、議題３のその他に入ります。 

 

村上海事振興部次長： 

資料４を説明申し上げます。 

まず、１０月分の内航海運の輸送動向調査の概要ですが、 

貨物船と油送船を合計した輸送量は前年同月比１００％となっております。 

貨物船は鉄鋼、原料、セメントが減少しましたが、自動車等多品目は増加

したことから前年同月比で増加に転じたようです。一方、油送船は全品目で

減少し、前年同月比においても減少に転じており、貨物船と油送船で明暗が

分かれた実績になっています。 

対前月比は、貨物船、油送船とも全品目で増加しておりますが、前月の台

風の影響による反動によるものです。 

 

（貨物船の概要） 

１０月の貨物船の輸送量は、前年同月比１０５％、前月比１１４％となっ

ています。 

鉄鋼については、前年同月比で９４％。荒天による時化の影響があったよ

うですが、１０月も鉄鋼の出荷は低調なようです。 

北海道航路ではタマネギの出荷が始まり、前年は干魃の影響で農産品の輸

送は低調でありましたが、今年は前年に比べて順調であるようです。 
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沖縄航路は全国旅行支援の実施や修学旅行などの学校行事の再開で観光客

も戻り輸送は堅調に推移しているようです。 

自動車は前年同月比１３９％。自動車部品の欠品の影響が続いていました

が、生産回復の兆しが見えてきたようです。 

 

油送船の概要 

１０月の油送船輸送量は前年同月比９５％、前月比で１１２％となってい

ます。 

黒油は前年同月比９８％、石油火力発電所向けの輸送が堅調な反面、製油

所間転送の減少が全体を押し下げる結果となったようです。 

白油は、前年同月比９６％、ケミカルの低迷に伴い原料となるナフサの輸

送が落ち込んだものの、全国旅行支援の開始に伴う航空燃料やガソリンの需

要は増加が見られたようです。 

 

それでは３ページ以降、貨物ごとの状況です。１０月の欄と対前月の欄を

ご覧下さい。 

鉄鋼ですが、 前年同月比で  ９３.６%、前月比では １２１.８% 

原料は、   前年同月比で  ９３.３%、前月比では １１０.９% 

燃料は、   前年同月比で １０８.７%、前月比では １１８.０% 

紙・パルプは、前年同月比で １１１.６%、前月比では １２５.２% 

雑貨は、   前年同月比で １０５.０%、前月比では １１１.２% 

自動車は、  前年同月比で １３９.０%、前月比では １０７.３% 

セメントは、 前年同月比で  ９９.１%、前月比では １１９.５% 

貨物船全体の輸送量は、１，８３９万９千トンで前年同月比で １０４.

９%、前月比では１１３.９%となっています。 

 

次のページをご覧ください。タンカーの状況です。 

黒油（こくゆ）は、前年同月比で  ９７.８%、前月比では １０７.４% 

白油（はくゆ）は、前年同月比で  ９６.３%、前月比では １１４.１% 

ケミカルは、   前年同月比で  ９５.４%、前月比では １１０.８% 
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一般タンカーの輸送量は、７８８万８千トンで前年同月比で  ９６.７%、

前月比では １１１.８%となっています。 

続きまして、 

高圧液化は、   前年同月比で  ８７.１%、前月比では １１３.７% 

高温液体は、   前年同月比で  ７７.９%、前月比では １１４.５% 

耐腐食は、    前年同月比で  ８６.１%、前月比では １０６.６% 

特タン船の輸送量は、１０１万２千トンで前年同月比で  ８５.８%、前

月比では １１０.８%となっており、全てのタンカーの合計は、 ８９０万

０千トンで前年同月比で  ９５.３%、前月比では １１１.７%となってい

ます。 

  

次に資料５、長距離フェリーの令和４年１０月の輸送実績でございます。 

１０月の欄と、右のほうの対前月、対前年同月比のところをご覧くだ

さい。 

まずトラックですが、 

北海道は、１４,４３２台で、前月比  ９３.１%、前年同月比で ９３.４% 

北九州は、３２,９４６台で、前月比 １０５.５%、前年同月比で１００.４% 

中九州は、１０,５３５台で、前月比 １１２.３%、前年同月比で１０８.８% 

南九州は、１０,７１５台で、前月比 １１９.６%、前年同月比で１００.３% 

となっています。 

 

次のページ、旅客でございます。 

北海道は、１０,２０３人で、前月比  ６９.１%、前年同月比で ９８.２% 

北九州は、６３,１９０人で、前月比 １２９.５%、前年同月比で１４３.８% 

中九州は、２４,９８３人で、前月比 １３９.２%、前年同月比で１４７.８% 

南九州は、２１,９０６人で、前月比 １５７.１%、 前年同月比で１４２.３%

となっています。 

 

次のページ、乗用車でございます。 

北海道は、 ４，１５５台で、前月比  ７７.７%、前年同月比で１２６.７% 
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北九州は、２３,１９５台で、前月比 １２０.５%、前年同月比で１３４.１% 

中九州は、  ４,４７１台で、前月比 １４７.８%、前年同月比で１４２.０%  

南九州は、  ７,４１７台で、前月比 １４０.４%、前年同月比で１３５.２%  

となっています。 

 

 九州航路の旅客と乗用車は対前月比１３０～１５０％前後で大きく上回っ

ておりますが、９月の台風１４号の反動と１０月１１日から始まった全国旅

行支援の影響と考えられます。 

北海道航路につきましては、日本海航路という特性から毎年１０月を境に

旅客が減少してく傾向があり、今年についても特にイレギュラー感は無いと

の事でした。 

 

私からの説明は以上でございます。 

 

横見部会長： 

 ありがとうございました。 

 ただいまのご説明について何かご質問などございますでしょうか。 

 北海道方面は、あまり旅行割の恩恵はないんですか。 

 

開委員： 

 そうですね。ないことはないんですけど、こうやって改めて見ると少ない

ですね。 

 

 

横見部会長： 

 旅客の比率が少ないだけなんですかね、主にトラック輸送が占めているか

らということなのでしょうか。 

 

開委員： 
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 トラックの荷動きはあるんですね。先ほど貨物船でも説明がありましたけ

れども、北海道ではタマネギとかジャガイモとか、今年は割と生育はいいと

聞いています。一方、北海道へ持って行く方の、荷動きがちょっと少ないと

いうか悪いですね。 

 

横見部会長： 

 ああそうですか。 

 

開委員： 

 お客さんももう一つ旅行支援があまり盛り上がっていませんね。 

 

横見部会長： 

 かなりお得な制度ですのにね。 

 

村上海事振興部次長： 

 一般の我々では船旅を楽しむには厳しいと感じます。その点、夏は本当に

クルーズ船を安いお金で乗れるといいますか、バルコニーもついていて、日

中ずっと乗っていますので日光浴もできるような感じで本当にすばらしい。 

 

横見部会長： 

 本当にクルーズですよね。 

 

村上海事振興部次長： 

 本当にいい、船も大きいですし、見渡す限り海ですし、本当にいいんです

けど、営業の方は１０月以降は、下がるとおっしゃいますね。 

 

開委員： 

 そうですね。この時期、雪の降る前で見るところもあまりありません。冬

場はこんなものですね。 
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横見部会長： 

 ありがとうございました。 

 それでは続きまして、船員政策や船員労働全般に関わる様々な問題につき

まして、ご意見情報等ございましたらご発言をいただきたいと思います。 

労働者委員の方からいかがでしょう。 

 

佐藤委員： 

 情報なんですが、以前の船員部会で南海フェリーへの支援というところで

発言させてもらいましたが、このたび、和歌山県のほうが和歌山徳島航路に

対する物価高騰に対する取組の一環として、「和歌山徳島航路物価高騰支援

金」として、12,421,000円を交付することが和歌山県議会で議決されたの

で、ご報告いたします。 

 

横見部会長： 

 ありがとうございます。 

 それでは、使用者委員のほうから何かございますでしょうか。 

 

土屋委員： 

 有効求人倍率の資料ありがとうございました。 

 ちょっと直接あれですけど、私どもの周りでいきますと、やっぱりコロナ

の間、少し船員さん事情、少し落ち着いていたのかなという感じがあったん

です、逆にちょっとコロナは収まったわけではないですけれども、何となく

社会の捉え方が変わったのにつれて船員さんがやっぱり足りないということ

で、いろいろ動かれる人がいるのか、足りないというのが少し表面化、また

改めてしてきたような感覚を持っています。こういう資料が本当にそのまま

なのかどうか、ちょっとまだ分かりませんけれども、見ますと、春ぐらいか

らぽこぽこっと2.5倍ぐらいだったのが3.34倍とか、全国の船員さん、平均

値となっているので、その辺がひょっとしてそういう動きとリンクをしてい

るのかなというふうに資料を見させていただいた次第です。 
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 最低賃金の件もありましたけど、燃料費高騰を受けてなのか、それからい

ろんなところでなってくるのかなと思っています。 

 一方でさっきちょっと資料もありましたけれども、未経験者の面接という

か、実は統合というのが、ここのところ私どもの会社、あるいは関連会社も

含めていくと、ご紹介いただいたりしたのがあって、世の中の構造というの

もコロナで少し諦めている人がいたりとか、そういうこともあるのかなとい

うことで、そういう新しい方が出てきたというのもあるのかなというのは、

直近ありましたのでこちらご報告させていただきます。 

 

 横見部会長： 

 ありがとうございます。ほか、何か使用者委員のほうからありますでしょ

うか。 

 

開委員： 

 少し不勉強なところで教えていただきたいのですが、失業率とかいう言葉

がありますよね。例えば船員の失業率という数値はどこかに統計的にあった

りするものですか。 

 

水谷船員労政課専門官： 

 分からないので宿題でお願いします。 

 

横見部会長： 

 そのご質問の意図としては、コロナで失業率が高くなっているかどうかと

いうことでしょうか。 

 

開委員： 

 船員不足が失業率という数字に表れているのかどうか。そもそもそういう

数字があるのかどうかも不勉強なので、お尋ねしました。 

 

横見部会長： 
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 私もすごく関心があるところですので、水谷さん、お手数ですけれども、

よろしくお願いします。 

  

横見部会長： 

 それでは本日の部会は終了いたします。 

次回は来年１月２６日（木）１６時００分からとなっておりますので、皆

様よろしくお願いいたします。 

 

 

(配付資料) 

 資料１．令和４年１１月分 近畿運輸局管内船員職業紹介実績表 

資料２．令和４年１１月分 月間有効求人・求職状況（近畿管内）  

資料３．令和４年１０月分 局別月間有効求人数（商漁船・職部員別）等 

資料４．内航輸送実績状況（令和４年１０月分まで） 

資料５．長距離フェリー輸送実績の推移（令和４年１０月まで） 

 


